
第１８回 京都在宅リハビリテーション研究会 

研究集会 開催のご案内 
 

日  時：令和６年２月１０日（土曜日） 14：00～17：00 

場  所：明治国際医療大学 10号館 2階大教室（対面開催） 

共  催：京都在宅リハビリテーション研究会 

京都府地域リハビリテーション支援研究センター 

 

研究集会の内容 

メインテーマ「終末期の在宅医療における多職種の役割」 

◎ 特別講演 

 『在宅ホスピスの実際～One for all All for one～』 

講師 ： 医療法人 川西診療所 在宅緩和ケア部 川西 祥宏 先生  

 

◎ 一般演題発表  

終末期ケアに関する演題、在宅ケアおよび医療・介護・福祉全般に関する演題の発表 

 

◎ 参加者交流会 

 

・対象者：介護支援専門員，セラピスト，医師，看護師， 

介護福祉士，社会福祉士，はり師きゅう師 他 

在宅リハビリテーションに従事される方，ご興味が 

ある方どなたでもご参加頂けます． 

・参加費：無 料 

・申込方法：右記の二次元バーコードを  

読み取り，申込フォームに 

必要事項を入力し送信して  

下さい． 

                         ・申込期間：令和６年２月３日まで                                   

 

 

 

－お問い合わせ― 

 

京都在宅リハビリテーション研究会  事務局 E-mail：kyoto.home.reha@gmail.com  

電話：0771－72－1221（病院代表：明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内） 

川西先生はがん患者さんの在宅ホス

ピスに長年にわたり関わられており

ます．終末期の在宅医療における多職

種の役割は明確な答えはないかもし

れませんが、川西先生のお話を拝聴し

ながらそれぞれの立場で何ができる

のか、何をするべきなのかなど答えを

見出す機会になれば幸いです。 


